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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

司会：キム シューマッハ 准教授 （Q-AOS創発推進コーディネーター）

「私はサイエンスコミュニケーターです」と伝えると、多くの人は
困惑した表情で「サイエンスコミュニケーターって何ですか？」
と尋ねてきます。多くの人が戸惑うのも当然で、サイエンスコミュ
ニケーションはとても曖昧に定義されており、その範囲は非常に
広く、科学ジャーナリズムや科学におけるアウトリーチ活動から、
科学政策（学術政策）やヘルスコミュニケーションに至るまで、
幅広い分野が含まれています。しかしその本質はシンプルで、サ
イエンスコミュニケーションは、科学と社会の架け橋となり、地
元の人々や世界中の人々に向けて、学術分野の重要な研究成果を
わかりやすく発信し、教育し、科学に関心を持ってもらうことを
目的としています。こういったサイエンスコミュニケーションは、
多くの場合、学術機関の広報などを通じて組織レベルで行われる
か、あるいは科学者自身によって行われています。今回のセミナー
では、日本の学術機関におけるサイエンスコミュニケーション活
動の現状、その重要性、そして効果的なサイエンスコミュニケー
ションが科学者と一般市民にとってどのように役に立つのかにつ
いてお話しします。
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サイエンスコミュニケーションとは？
その重要性とは？
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イギリスのレディング生まれです。2017
年にオックスフォード大学で生物科学の学
士号を取得後、2019 年にインペリアル・
カレッジ・ロンドンでサイエンスコミュニ
ケーションの修士号を取得しました。同年
11 月に来日し、沖縄科学技術大学院大学
（OIST）でサイエンスコミュニケーターに
就任しました。OISTでは、サイエンスコミュ
ニケーターとして研究成果を世界に発信す
る だ け で な く、2022 年 よ り Japan 
SciCom Forum (JSF) のチームメンバーと
して活動を開始し、同年に OIST で開催さ
れた JSF 2022 のオーガナイザーも務めま
した。JSF はサイエンスコミュニケーター
のコミュニティで、日本において英語によ
るサイエンスコミュニケーションを促進す
ることを目的としている学会です。2023
年 7 月から、現職である九州大学広報本部
　学術推進専門員（サイエンスコミュニケー
ター）を務めています。


	BBS_pos_124th_jp

